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新型コロナウイルスとの共生が可能な社会に 
　2020年1月中国武漢市で発生したとされる新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）について、同年3月1
日に厚労省は「日本国内で感染確認された人のうち8割は他に感染させず、症状のある人も8割は軽症」という
公式見解を示しました。しかし社会は禍 し々さを増し、4月7日に緊急事態宣言（5月25日に全面解除）の後も社会

新型コロナ　感染症法1類的取り扱い見直しへ

新型コロナ　対策の目的は
「貴重な命を守る事」

　新型コロナは、まず1月28日の政令※で、感染症法の「指定感染症」に指定され、2類相当（結核、SARS等）という
ことで、入院勧告や入院費の公費負担、保健所への届け出、指定医療機関のみが診療すること等が決まりました。

※内閣が制定する命令
　その後、2月13日の政令では、無症状の人も新型コロナ患者とみなして、入院措置の対象とするということが追
加で決まりました。2類感染症の場合、無症状者は患者扱いができませんので、2月の政令は新型コロナを１類（エ
ボラ出血熱、ペスト等）の感染症と同じ扱いしたものです。そのため、新型コロナは2類相当でありながら、実質的
には1類の取り扱いになっており、無症状や軽症の人も指定医療機関の対処が必要なため、たえず医療崩壊が危
惧されてきました。
◎安倍首相辞任会見のあった8月28日、この2月の政令を見直すことで、新型コロナを1類的な取り扱いからはずす
事等が決まりました。（軽症者や無症状者の入院措置対象の見直し等）

季節性インフルエンザ（感染症5類）

※推計：2017年第36週～2018年第17週シーズン

感 染者数
死 者 数
間 接 死

1458万人※

3325人
約1万人※

新型コロナウイルス（感染症2類相当）

※2020年8月29日現在

感 染者数
死 者 数
間 接 死

6万6423人※

1255人
上項目数を分類せず

季節性インフルエンザ（5類）の例年状況と新型コロナ

　新型コロナパニックによって戦後最大の経済苦
境が訪れており、倒産・失業等に伴う自死問題につ
いても最大の注意をはらう必要があります。また、
社会の機能維持に不可欠な医療・介護従事者、保
育士、スーパー・コンビニの店員、運輸業関係の
方々や、草の根で音楽・芸術等の文化活動を担う
方々、そして地域商店街等「自粛できない」方々へ
の継続的な応援が必要です。

田中は行政に先駆け、5月の
段階で地域商店主・有志の
皆様と協力・連携し、独自の
地域プレミアム付商品券を
企画・発行しました。新型コ
ロナパニック後も住み暮らす
街のために、今後も積極的
な取り組み等を進めます。

慈愛幼稚園・七松小・日新中・（現）関西大学北陽高卒業。前尼崎市議、市民オンブズ尼崎代表世話人、
防災士、ひょうご防災リーダー。2012年丸尾まき県議らと尼崎初の地域政党を結成。
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